
 

トマトにとってニラとバジル 

 自分は、趣味で畑をやっています。今の時期は、夏野菜（きゅうり・トマト・ミニトマ

ト・ピーマン・ナス）とサツマイモが畑にいます。コンパニオンプランツという言葉を聞

いたことがありますか？例えば、トマトでいうと、病気を防ぐ、収穫（甘さ）をよくす

る、連作障害を防ぐなど、一緒に植えると効果的な植物のことで、『ニラ』や『バジル』が

トマトにとってのコンパニオンプランツです。 

 『ニラ』は、トマトにとって、病気から守ってくれる存在です。トマトの成長をサポー

トしてくれる存在です。『バジル』は、水をよく吸う植物で、トマトの近くに植えるとトマ

トは、バジルにたくさん水を吸われてしまうので、必死に根を伸ばし、水を吸おうとしま

す。その結果、トマトは、成長し、多くの甘い実をつけるそうです。 

 さあ、みんなにとって、自分をサポートしてくれる『ニラ』のような存在の人はいます

か？また、『バジル』のように自分を成長させてくれるライバルのような存在の人はいます

か？反対にあなたは、誰かの『ニラ』や『バジル』の存在になれていますか。 

 まわりが『ニラ』ばかりだと、人に頼ってしまい、強くなれないし、『バジル』ばかりだ

と、休むことが出来ず、疲れてしまいます。両方の存在があってこそ、成長できるのだと

思います。 

 3年生の皆さん、いよいよ最後の大会、コンクールです。まわりに『ニラ』や『バジ

ル』の存在になってくれた人はいましたか。その人たちに感謝しながら、最後まであきら

めずに頑張ってきてください。  

 

八街児童死傷事故から 1年・・・ 

【被害者家族コメント】 

事件発生から 1 年が経ちました。1 年という時間が長いのか、短いのか、われわれには

分かりません。ただ、今回の現場でさえ、速度違反をしている車を見かけます。本当につら

く、怒りさえ湧いてきてしまいます。 

今回のようなことは二度と起きてはならないことです。そのために、当たり前のことです

が、交通ルールを守ってほしい。最低限それだけはお伝えしたく、コメントを発表しました。 

 

※『いってきます』という言葉を朝聞いて、『ただいま』という言葉を聞くことが出来なか

った辛さ、悲しみは、自分にはとても想像がつきません。このような事故が二度と起きない

ように祈ると同時に、車だけでなく、バイクや自転車を運転する人たちみんなで気を付けて

いかなくてはと改めて思いました。 


